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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

本学は，平成２２年度から令和元年度までの期限付きで医学部医学科の入学定員を１０５名から１

１２名に増員したところであるが，引き続き，この措置を令和３年度まで延長する。 

医学部医学科の入学定員１１２名の内訳は，１年次入学時から分属が決定している学部別入試枠が

１０２名，文系又は理系の枠で入学し２年次進級時に本人の希望と１年次の成績により分属が決定す

る総合入試枠（資料１）が５名，２年次編入枠が５名である。 

いずれの枠においても，常に定員を上回る志願者がいることから，安定的に定員を充足することがで

きる見込みである。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

前項アで挙げた募集人員の枠ごとに定員充足の根拠となるデータを示す。 

 

【学部別入試】 

学部別入試では，一般入試，ＡＯ入試，帰国子女入試及び私費外国人留学生入試により学生募集を

行っており，募集人員は合計で１０２名である。 

これらの入試区分を合計した，学部別入試の過去５年間の志願倍率は３倍強であり，また，入学者

数は常に募集人員を満たしていることから，安定的に学生の確保を図ることができるものと判断し

ている（表１）。 

 

表１ 学部別入試の入学状況 

年度 募集人員 志願者数 志願倍率 入学者数 充足率 

H27 102 315 3.08 103 1.00 

H28 102 390 3.82 102 1.00 

H29 102 356 3.49 102 1.00 

H30 102 359 3.51 102 1.00 

R1 102 317 3.10 102 1.00 

平均 102 347.4 3.40 102.2 1.00 
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【総合入試】 

総合入試（理系）では，一般入試及び国際総合入試（資料２）により学生募集を行っており，募集

人員は合計で１，０２７名である。 

これらの入試区分を合計した，総合入試の過去５年間の志願倍率は３倍弱であり，また，入学者数

は常に募集人員を満たしていることから，安定的に学生の確保を図ることができるものと判断して

いる（表２）。 

なお，毎年度，総合入試入学者のうち５名が２年次進級時に医学部医学科に分属される。 

 

表２ 総合入試（理系）の入学状況 

年度 募集人員 志願者数 志願倍率 入学者数 充足率 

H27 1,027 3,043 2.96 1,070 1.04 

H28 1,027 2,943 2.86 1,080 1.05 

H29 1,027 2,808 2.73 1,077 1.04 

H30 1,027 2,987 2.90 1,072 1.04 

R1 1,027 2,969 2.89 1,059 1.03 

平均 1,027 2,950 2.87 1,071.6 1.04 

 

【２年次編入】 

２年次編入の過去５年間の志願倍率は平均で１９．６倍であり，また，入学者数は常に募集人員を

満たしていることから，安定的に学生の確保を図ることができるものと判断している（表３）。 

 

表３ ２年次編入の入学状況 

年度 募集人員 志願者数 志願倍率 入学者数 充足率 

H27 5 120 24.0 5 1.00 

H28 5 103 20.6 5 1.00 

H29 5 98 19.6 5 1.00 

H30 5 75 15.0 5 1.00 

R1 5 94 18.8 5 1.00 

平均 5 98 19.6 5 1.00 

 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

例年８月にオープンキャンパスを実施しており，全国から多くの高校生や保護者が参加していると

ころであるが，その際，在学生との質疑応答や学部紹介ＤＶＤの上映等により受験希望者に対する情報

提供を行っている（令和元年度参加者数：５６５名（医学部医学科））。また，北海道外でも進学相談会

を実施し，受験生の確保に努めている（平成３０年度参加者数：東京１，１１０名，大阪６８２名（大

学全体））。 
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(2) 人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

世界をリードする先進的医学研究を推進し，高い倫理観と豊かな人間性を有する医学研究者・医療人

を育てることにより，人類の健康と福祉に貢献するという理念の下，教育目標と行動目標を下記のとお

り定めている。 

 

○教育目標 

広範な医学知識，高い倫理観，豊かな人間性，国際的視野を備え，医学の進歩と医療の実践・発展

に寄与する医師・医学研究者を養成する。 

 

○行動目標 

１．医師・医学研究者として活躍するための基礎をなす医学知識・技術を身につける。 

２．生涯にわたり自ら学ぶ習慣と態度を身につける。 

３．科学的な思考・判断能力と探究心に基づく創造性を養う。 

４．医師・医学研究者に要求される高い倫理観と豊かな人間性を培う。 

５．国際交流の重要性を理解し，それに必要な語学力，医学知識，教養を身につける。 

６．医療におけるチームワークの重要性とその中での医師の役割を理解する。 

 

② 上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

「都道府県別診療科ごとの将来必要な医師数の見通しについて」（平成３１年３月２２日 医療従事

者の需給に関する検討会 医師需給分科会（第３０回）資料）（資料３）により，今後も北海道におい

ては医療従事者の需要が見込まれていることが示されている。 

また，平成３０年７月に，教育効果を検証し，教育課程等の改善に役立てることを目的として，診療

参加型コア科臨床実習において学生の受入れに協力いただいている北海道内の病院を対象に，本学医

学部医学科卒業生に関するアンケートを実施した（資料４）。「北海道大学医学部医学科の卒業生の以

下の能力は，総じてどのように感じますか？」という問いに対して，ほとんどの能力について，概ね６

割程度「大変優れている」又は「やや優れている」との回答が得られたことから，その能力が高く評価

されていることが見受けられる（資料５）。 

以上より，上記①が社会的，地域的な人材需要の動向を踏まえたものであることは明らかであると判

断している。 
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資料１ 北海道大学 総合入試案内 

 

資料２ 平成３２(2020)年度北海道大学国際総合入試基本方針 

 

資料３ 都道府県別診療科ごとの将来必要な医師数の見通しについて 

（厚生労働省 医療従事者の需給に関する検討会 医師需給分科会（第30回）資料） 

 

資料４ 北海道大学医学部医学科卒業生に関するアンケート（対象：学外病院） アンケート用紙 

 

資料５ 北海道大学医学部医学科卒業生に関するアンケート（対象：学外病院） 集計結果 
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総合入試を導入した理由

未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消
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未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消（１）

入学したはいいけど、
なんか自分が勉強
したいことと違うか
も・・・

○○を勉強するには
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般
入
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学
部
へ
）

進
級

受験期に「学部」を決める方式

・とりあえず北大に入学
・自分が学びたいことと所属学部で学べる内容が合わない
・本当に自分が学びたいことを見出せない

○○を勉強したい。
とりあえず●●学部
にしようかな・・・

とりあえず北大に入
ろう。私の成績から
すると△△学部？

入学したはいいけど、
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をしたいのかわから
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悩む
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やる気低下

やめたい
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未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消（２）

受験期～入試時 １年次 総合教育部 ２年次以降

入学後に「学部」を決める方式

・意欲的に学業・課外活動に取り組み充実した学生生活
・十分に考え、納得した上で学部等を選択し移行
・入学後に自分の学びたいことや将来について熟考できる

まだ自分が何を勉強
したいのか全然わか
らないわ・・・

◇◇が好きで研究も
してみたいけど、どの
学部に入学すればい
いのかな？

？

？

いろいろ勉強してみ
たけど、□□が一番
楽しい！□□をもっと
勉強できる■■学部
へ移行しよう！

◇◇っていろんな学
部で学べるんだ！そ
の中の◆◆学部に
移行しよう！

総
合
入
試

移
行

自分の一番学び
たいことを■■学
部で学べて充実
しているわ！

いよいよ◆◆学部
で◇◇を専門的に
勉強できる！

満足

目標達成

将来への希望

充実感
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4
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総合入試を導入した理由

未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消

学問分野の細分化・融合化への対応

-
 
5
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学問分野の細分化・融合化への対応（１）

同じ学部でも学科によって学ぶ
内容が大きく異なる

異なる学部でも同じような内容
が学べる

学問分野の細分化・融合化

１年次に上記のことを確認した上で移行する学部・学科の検討が可能

？

生物を

学ぶには
どの学部
がいいの
かな？

理学部

歯学部

農学部

獣医学部 水産学部

医学部 薬学部

工学部

生物を学べる学部 （主な学部）

文学部

-
 
6
 
-
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学問分野の細分化・融合化への対応（２）

経済学部 理学部

薬学部 工学部

農学部 水産学部

２年進級時～３年１学期終了時に
成績上位者から

志望の学科・コースに分属

学部別入試合格者

総合入試
文系

１年次の成績確定後，
成績上位者から

志望の学部・学科・コースに分属

総合入試合格者～２２
年度

２３
年度～

同じ学部でも学科によって
学ぶ内容が大きく異なるため，
成績によっては志望しない
分野に分属されることも

異なる学部でも同じような
内容が学べるため，
選択肢が広がる

総合入試
理系

-
 
7
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総合入試を導入した理由

未成熟な学部・学科選択によるミスマッチの解消

学問分野の細分化・融合化への対応

初年次教育における共通教育の充実

-
 
8
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初年次教育における共通教育の充実

全学教育科目

学部・学科ごとの
カリキュラム

学部専門科目

総
合
入
試

全学教育科目

文系カリキュラム

理系カリキュラム

-
 
9
 
-



北海道大学の募集単位の概念図
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学部別入試 学部別入試

※ 後期日程の医学部保健学科のうち，放射線技術科学専攻，検査技術科学専攻及び理学療法学専攻のみ実施します。

３７ １０ ４０ ２０ ８ ２４ ５３ １５ ５０６６ １５１１８

理系学部
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部

１１８ ２０ １４０ １４０９５

医
学
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学
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医
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部
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点
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学
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１２９ ２３３ ２３３ １７５

総
合
科
学

２４７

１，０１７

５ ２０１６５ ８

ＡＯ
入試

※ ＡＯ入試の医学部のうち，医学科，及び保健学科の看護学専攻と作業療法学専攻のみ実施します。

他５名を国際総合入試にて
募集

他１０名を国際総合入試に
て募集

-
 
1
0
 
-



総合入試の試験科目と配点

理

系

文

系

大学入試センター試験科目 本学個別学力検査等

５（６）教科８科目
（３００点）

国 語 （６０点）
地理歴史・公民 （８０点）
数 学 ２科目 （６０点）
理 科 ２科目 （４０点）
外国語 （６０点）

５教科７科目
（３００点）

国 語 （８０点）
地理歴史又は公民

（４０点）
数 学 ２科目 （６０点）
理 科 ２科目 （６０点）
外国語 （６０点）

数 学 主要理科 その他の理科 外国語

数学重点 ２００点 １５０点

物理重点 １５０点 物理１００点 ５０点 １５０点

化学重点 １５０点 化学１００点 ５０点 １５０点

生物重点 １５０点 生物１００点 ５０点 １５０点

総合科学 １５０点 １５０点

合計 ４５０点

国 語 （１５０点）
地理歴史又は数学 （１５０点）
外国語 （１５０点）

（２科目）１００点 （５０点、５０点）

（２科目）１５０点 （７５点、７５点）

合計 ４５０点

選抜群
教科・科目

選抜群とは？

-
 
1
1
 
-



理系の選抜群とは・・・

特定の科目に、より高い配点を行うことで得意科目を活かす入試方式

数 学 主要理科 その他の理科 外国語

数学重点選抜群 ２００点 １５０点

物理重点選抜群 １５０点 物理１００点 ５０点 １５０点

化学重点選抜群 １５０点 化学１００点 ５０点 １５０点

生物重点選抜群 １５０点 生物１００点 ５０点 １５０点

総合科学選抜群 １５０点 １５０点（２科目）１５０点 （７５点、７５点）

（２科目）１００点 （５０点、５０点）

選抜群
教科・科目数学の配点を他の教科より

重点的に配点

主要理科のそれぞれの配点
を他の理科の科目より
重点的に配点

各教科の配点を均等に配点

選抜群は入試の区分。
選択科目やどの選抜群で受験したかということで

入学後の学部・学科選択の幅を狭めることはありません。

物理重点選抜群
で受験

農学部へ

受験期～入試時

森の生物
に興味を持つ

１年次 総合教育部 ２年次以降

入学 移行

-
 
1
2
 
-
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総合教育部について

入試の区分にかかわらず
「文系」「理系」２種類を基本とするカリキュラム

学部別
入試

理系

文系

総合
入試

学部別
入試

総合
入試

文系

理系

入学

入学

入学

入学
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進級

移行

進級
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担
任

副
担
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副
担
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２０

２０
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部

理学部

歯学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

医学部

薬学部

２２９

１４

１０

５６

５１１

１６２

５

４０

本
人
の
志
望
と
１
年
次
の

成
績
の
評
価
等
に
よ
り
移
行

学部ごとのカリキュラム

※

※1 人数は、総合入試入学者の移行人数のみ掲載しています（一部の学部を除き、変動する場合があります）。

※2 学部別入試及びＡＯ入試による入学者は、２年次進級時に学部を変更することはできません。
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充実した教養教育・基礎教育

基礎科目
専門教育の基礎となる科目。主に理系基礎科目
と文系基礎科目。実験も行われる。

教
養
科
目

一般教育演習
（フレッシュマンセミナー）

総合科目

主題別科目

外国語科目
外国語演習

共通科目

少人数のゼミナール形式，牧場，練習船等を利用し
た合宿形式の演習も含む。

複数の学問分野を融合した統合講義。
１テーマにつき複数の教員が講義を行うことも。

最良の専門家による最良の教養教育。
哲学，歴史，芸術，文学，法学，科学，技術等

英語を基本とし，初習外国語を履修。
演習では第三，第四外国語の履修も可能。

体育学，情報学，統計学
インターンシップ（キャリアに関連した就業体験）

約１７０科目

約 ６０科目

約１７０科目

約７８０科目

約１５０科目

約４５０科目

総合教育部に所属する１年次は，全学教育科目を履修
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学部相談員

学習支援

データ分析

進路選択支援

学部・学問へのミスマッチの解消

各種学生支援組織との連携 学生支援の充実

学力・学習意欲の向上

教員へのフィードバック 授業内容の改善

総合入試制度の検証
制度の改善

入試広報へ活用

チューター（TA：10名程）

事務補助員（1名）

・進路や履修に関する相談に対応、他の学生支援組織へ連絡調整
・各学部の研究を俯瞰できるアカデミック・マップの作成

・各科目の学習内容に関する個別相談対応・学習スキルセミナーの開催、教材開発など

・学部等選択に関する調査分析 ・新入生アンケートや各年次アンケート等の調査分析

・進路相談対応（学部等選択にかかる総合的なアドバイス）
（教員（兼任）：3名）

目
的

・総合入試入学者の希望する学部についての相談

（教員の兼務、各学部1名以上配置）

アカデミック・アドバイザー

ラーニングサポート室組織図

（

ス
タ

フ
ッ

（

特
定
専
門
職
員
４
名

高
等
教
育
推
進
機
構
高
等
教
育
研
修
セ
ン
ター

ラ

ニ
ン
グ
サ
ポ

ト
部
門
長

ー
ー

統
括
責
任
者
・
兼
任
教
員

（

（

高

等

教

育

推

進

機

構

長

目
的

目
的

充実した学修支援体制（１）
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充実した学修支援体制（２）

ラーニングサポート室 （ＬＳＯ）

進路や履修の相談 講義外での学習サポート 学習スキルに関するセミナー

アカデミック・マップ
・研究キーワードの一覧
・各学部の包括的情報源

進路・修学相談
・移行についての助言
・各学部の実際の情報

学習サポート
・スタッフおよび大学院生
・チューターによる学習相談

LSOセミナー
・学習スキルや英会話などの
・セミナーの開催

興味

悩み

学習

学生ＬＳＯ

クラス担任
・修学、履修の支援
・学生生活のトラブル相談

学生相談室
・臨床心理士と教員による
「何でも相談」

大学での講義

友人・先輩

ピア・サポート
・学生による相談室

？？
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進路相談

アカデミック・マップ
本学における研究キーワードと、学部・学科（一部の研究室）のつながりを整理したマップ。

キーワード「環境」⇒「環境保全」でみてみると・・・

⚫ 文学部
⚫ 理学部（化学科）
⚫ 工学部（応用理工系学科，機械知能工学科, 環境社会工学科）
⚫ 農学部（生物機能化学科, 森林科学科,生物環境工学科,農業経済学科）
⚫ 水産学部（海洋生物科学科，増殖生命科学科）

計11の学部・学科がヒット！
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学習支援

学習サポート ＬＳＯスタッフと大学院生チューターによる個別学習相談

① 理系基礎科目(数学・物理学・化学・生物学・地球惑星科学・自然科学実験)
問題の解法説明や、教科書の内容理解の手助け、実験レポートの書き方など

② アカデミック・ライティング
レポート・論文の書き方、日本語のチェック(留学生対象)

③ 外国語(英語など)
文章読解の手助け、文法のチェック、文章の添削

④ その他

図書の推薦（学習・進路関連の書籍 他）など

ＬＳＯセミナー ＬＳＯが実施するセミナー形式の学習支援

① スタディ・スキルセミナー（レポートの書き方、進路選択の手引きなど）
②英語コミュニケーション（外国人留学生との英会話）

各種資料配布 物理学、統計学の要点をまとめた教材制作など
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学部・学科への移行について

移行の方法

本人の志望
１年次の
成績

移行の大原則

移行先の決定においては成績上位者が優先され、
同位の者は同等に扱います。
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総合入試入学者の学部・学科等別定員

保健学科は学科定員が９名であり、専攻別定員は目安である。

学科（学科目等） 定員 学部・系 学科（学科目等） 定員

30 応用理工系学科 －

20 （応用物理工学コース） 39

20 （応用化学コース） 55

30 （応用マテリアル工学コース） 28

数 学 科 37 情報エレクトロニクス学科 －

物 理 学 科 25 （情報理工学コース） 40

化 学 科 52 （電気電子工学コース） 31

生 物 科 学 科 － （生態情報コース） 26

（生物学専修分野） 30 （ メディアネットワークコース ） 24

（高分子機能学専修分野） 35 （電気制御システムコース） 21

地球惑星科学科 50 機械知能工学科 －

医 学 科 医 学 科 5 （機械情報コース） 45

保 健 学 科 9 （機械システムコース） 45

（看 護 学 専 攻） (3) 環境社会工学科 －

（放射線技術科学専攻） (2) （社会基盤学コース） 30

（検査技術科学専攻） (2) （国土政策学コース） 30

（理学療法学専攻） (1) （建築都市コース） 34

（作業療法学専攻） (1) （環境工学コース） 37

歯 学 科 10 （資源循環システムコース） 26

薬 科 学 科 35 生物資源科学科 27

薬 学 科 21 応用生命科学科 23

共同獣医学課程 5 生物機能化学科 26

海洋生物科学科 10 森 林 科 学 科 27

海洋資源科学科 10 畜 産 科 学 科 17

増殖生命科学科 10 生物環境工学科 23

資源機能化学科 10 農業経済学科 19

学部・系

文 学 部

教 育 学 部

法 学 部

保 健 学 科

経 済 学 部

農 学 部

理 学 部

医

学

部

歯 学 部

薬 学 部

獣 医 学 部

水 産 学 部

工 学 部-
 
2
0
 
-



移行点の算出方法

成績点数
Ａ＋ 4.3

Ａ 4.0

Ａ－ 3.7

Ｂ＋ 3.3

Ｂ 3.0

Ｂ－ 2.7

Ｃ＋ 2.3

Ｃ 2.0

Ｄ 0

Ｄ－ 0

Ｆ 0

(科目の点数×科目の単位数)の総和

算出基準科目の修得単位数
=

移
行
点

文系，医学部保健学科・・・32単位
理系，医学部医学科・・・・・38単位
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学部・学科移行の基本的な流れ

予
備
志
望
調
査

第
１
次
志
望
登
録

第
１
次
振
り
分
け

予
備
志
望
調
査
結
果

第
１
回
志
望
調
査

第
１
回
志
望
調
査
結
果

第
２
回
志
望
調
査

第
２
回
志
望
調
査
結
果

第
２
次
志
望
登
録

第
２
次
振
り
分
け

補
充
振
り
分
け

移
行
先
決
定

９月下旬～
１０月上旬 ３月上旬 ３月中旬 ３月下旬
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予備志望調査

北大 太郎
第１志望 薬学部薬科学科
第２志望 理学部化学科
第３志望 理学部物理学科

登録

予備志望調査結果

北大 太郎
薬学部薬科学科
志望者数 ３０人中 ２０位
理学部化学科
志望者数 ５７人中 １５位
理学部物理学科
志望者数 ２３人中 ５位

オンラインで結果を
自分で確認します。

９月下旬から１０月上旬と３月に行われる。
それぞれの時点での各学部・学科ごとの志望者数を調査し、その結果を公表。
自分の成績順位を確認することができる。

※ 画面レイアウトはあくまでも一例です。

志望調査
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【第１次振り分け】
薬学部薬科学科（定員３５名）
１位 ○○○○ ３.６５４０

２８位●●●● ３.３２１９

理学部物理学科（定員２５名）
１位 ◇◇◇◇ ３.２３９７

８位 北大太郎 ３.１２７４

…
…

第１次志望登録

北大 太郎（移行点 ３.１２７４）
第１志望 薬学部薬科学科
第２志望 理学部物理学科
第３志望 理学部化学科

登録

第１次志望登録結果

北大 太郎

理学部物理学科

に移行することが決定

※ 移行点の点数及び画面レイアウトはあくまでも一例です。

移行先は、１年次に修得した単位の成績評価に基づいて算出される
「移行点」が上位の学生から順番に決定。
第１志望の移行先が定員に達した場合は、第２志望、第３志望の順に決定。
第１次志望登録に基づき、各移行先の定員の約８割が決定。この段階で決定し
なかった学生を対象に第２回志望調査、第２次志望登録と続く。

志望登録
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入試区分 在籍者数
（過年度学生含む）

進級要件単位
充足者数

第1次
振り分け結果

第２次
振り分け結果

補充
振り分け

進級・移行
決定者数

文系 108 102 85[10] 16 1 102[10]

理系 1,124 1,058 831[8] 208 12 1,051[8]

計 1,232 1,１60 916[18] 224 13 1,153[18]

平成３０年度学部･学科移行結果（概要）

総合入試入学者にかかる学部学科等移行者数（平成３０年度）

注） ［］内は、他系への移行者で内数

進級可能者はほとんどが学部・学科等へ移行
他系移行は文系→理系学部が10名、理系→文系学部が8名
第１次振り分け移行決定者における第1志望の割合は80.1％
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ご清聴ありがとうございました
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1 

平成３２(2020)年度北海道大学国際総合入試基本方針 

趣 旨 ・ 目 的 

「北海道大学近未来戦略150」に掲げるグローバル人材の育成のため，国や地域，

学問分野を越えたボーダーレスなグローバル社会を生き抜き，リードする意欲と資質

を持った人材を人物本位で選抜することを目的とする。 

募 集 人 員 

１．総合入試文系  ５名 
総合入試理系 １０名 

２．入学者選抜の結果，合格者が募集人員に満たない場合，その欠員は本学が実施す

る一般入試（総合入試）の募集人員に加える。 

求める学生像 

大学における学修に必要な基礎学力を有するとともに，自らの探究心に基づいて設

定した課題を解決することを志向し，常に創造的に行動することのできる学生を求め

る。例えば，国境を越えた地球環境問題や食糧資源問題等について探究し，異文化を

理解・尊重しながら巧みなコミュニケーション能力を発揮してボーダーレスに活躍す

る意欲を持つ学生を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願資格・要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．出願資格 

次の各号のいずれかに該当すること。 

① 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び平成32(2020)年３月卒業見込み

の者 

② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び平成32(2020)年３月修了

見込みの者 

③ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定により，高等

学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者のうち，次の各項目

の一に該当する者及び平成32(2020)年３月31日までにこれに該当する見込みの

者 

ア 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ず

る者で文部科学大臣の指定したもの 

イ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した

在外教育施設の当該課程を修了した者 

ウ 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大

臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを

文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

エ 文部科学大臣の指定した者（昭和23年文部省告示第47号） 

オ 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）による高等

学校卒業程度認定試験に合格した者（旧大学入学資格検定に合格した者を含

む。） 

カ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認めた者で，18歳に達したもの及び平成32(2020)年３月31

日までに18歳に達するもの  
 

２．要件 

次に掲げるすべての要件に該当すること。 

① 平成32(2020)年４月１日現在において，出願資格取得後２年以内であるこ

と。 

（平成30(2018)年４月１日から平成32(2020)年３月31日までの間に出願資格を

取得していること。） 

 

② 国際バカロレア（IB）資格証書（DPフルディプロマ）の写し及び最終試験の

成績評価証明書を提出できる者又は米国 College Board が実施する SAT 

Reasoning Test及びSAT Subject Testの成績評価証明書を提出できる者 

ただし，SAT Reasoning Test は，米国 ACT Inc.が実施する ACT(American 

College Testing)の成績評価証明書に替えることができる。 

jin-99
テキストボックス
資料２
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出願資格・要件 

 

 

※平成32(2020)年１月に資格を取得見込みの者は，所属する高等学校等の長が発

行する最終成績の予測スコアの証明書を提出すること。 

 

③ IBの履修科目，SAT又はACTの受験科目について 

a IBの履修科目について，以下のとおり指定する。 

区

分 
対象 履修指定科目 

総

合

入

試

文

系 

日本語を

母語とす

る者 

英語A(SL/HL) 又は英語B(SL/HL) 

※❶ 

日本語を

母語とし

ない者 

日本語A(SL/HL) 又は日本語B(HL) 

※❷ 

全員 

グループ３【個人と社会】の中から１科目(SL/HL) 

又は 

グループ５【数学】の中から１科目(SL/HL) 

総

合

入

試

理

系 

日本語を

母語とす

る者 

英語A(SL/HL) 又は英語B(SL/HL) 

※❶ 

日本語を

母語とし

ない者 

日本語A(SL/HL) 又は日本語B(HL) 

※❷ 

全員 

グループ４【理科】の中から２科目（SL/HL） 

（うち１科目は物理，化学，生物のいずれかであること） 

及び 

グループ５【数学】の中から１科目(HL) 

※❶ 当該科目を履修していない場合，以下に掲げるいずれかの成績証明書等の

提出に替えることができる。 

(1)TOEFL-PBT (2)TOEFL-iBT (3)IELTS (4)TOEIC L&R (5)実用英語技能

検定試験（日本・英検） (6)国連英検 (7)ケンブリッジ英検 

※❷ 当該科目を履修していない場合，以下に掲げるいずれかの成績証明書等の

提出に替えることができる。 

(1)日本語能力試験N１ 

(2)独立行政法人日本学生支援機構の実施する「日本留学試験」における 

「日本語」の得点（記述式を含む）が270点以上の成績通知書（写） 

 

b SAT及びACTの受験科目について，以下のとおり指定する。※❸ 

区分 受験指定科目 

総合入試

文系 

 

・SAT Reasoning Test ２科目（数学，読解）又は 

ACT ４科目（英語，数学，読解，理科） 
 

・SAT Subject Test ３科目以上（日本語を除く） 

【文学，アメリカ史，世界史の中から１科目，及び 

数学（level 2）１科目を含む】 
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出願資格・要件 

総合入試

理系 

 

・SAT Reasoning Test ２科目（数学，読解）又は 

ACT ４科目（英語，数学，読解，理科） 
 

・SAT Subject Test ３科目以上（日本語を除く） 

【生物（生態学又は機能分子学のいずれか），化学，物理の中

から２科目，及び数学（level 2）１科目を含む】 
 

※❸ 日本語を母語としない者は，以下に掲げるいずれかの成績証明書等を提出

すること。 

(1)日本語能力試験N１ 

(2)独立行政法人日本学生支援機構の実施する「日本留学試験」における 

「日本語」の得点（記述式を含む）が270点以上の成績通知書（写） 

選 抜 方 法 

成績評価証明書（IB若しくはSAT又はACT），調査書，志望理由書，自己推薦書等

の出願書類並びに面接の結果を総合して合格者を決定する。 

 

１．第１次選考 

成績評価証明書，調査書，志望理由書，自己推薦書等に基づき選考を行う。 

 

２．第２次選考 

・第１次選考に合格した者に対して，面接を行い，IB 若しくは SAT 又は ACT の成

績評価を含めて総合的に判定する。 

・面接は出願書類（IB 課題論文 EE 若しくは本学が課するテーマによる課題論文

（SAT又はACTの場合）を含む）の内容に基づき実施する。※ 

・面接実施の際，必要に応じ，口頭試問等による学力の確認，日本語能力又は英語

能力の確認を行う場合がある。 

※SAT又はACTの受験者は，学習している科目の中から自ら興味をもった課題につ

いて調査・研究を行い，論文としてまとめて提出すること。 

 



 

① 書類等の題名 

学生の確保の見通し等を記載した書類 資料３ 

 

② 出典 

平成３１年３月２２日 医療従事者の需給に関する検討会 医師需給分科会（第３０回） 

 

③ 引用範囲 

別添資料３「都道府県別診療科ごとの将来必要な医師数の見通しについて」（資料全体） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10801000/000491598.pdf 

資料３ 
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診療参加型コア科臨床実習説明会参加病院 様 

 

 北海道大学医学部医学科では，教育効果を検証し，今後の教育課程等の改善に役立てることを

目的として，卒業生の就職先における状況等を調査することといたしました。 

つきましては，本調査の趣旨をご理解いただき，以下の設問にご回答くださいますようお願い

いたします。 

なお，本アンケートで頂いた回答は、上記の目的にのみ使用し、それ以外の用途には使用いた

しません。 

平成 30 年７月 北海道大学医学部 

※ 団体としてではなく，個人としての回答で問題ございません。 

※ 回答可能な設問のみの回答で問題ございません。 
 

① 貴院の概要について                                        
 

 問１ 貴院の所在地について，市町村名を記入して下さい 

            
 

問２ 貴院の正規職員数について教えて下さい 

１．３０人未満  ２．30～99 人  ３．100～299 人  ４．300～499 人  ５．500 人以上 
 

問３ 貴院の診療科について該当するものをすべて教えて下さい 

１ 内科  ２ 呼吸器内科  ３ 循環器内科  ４ 消化器内科(胃腸内科)  ５ 腎臓内科 

６ 神経内科  ７ 糖尿病内科(代謝内科)  ８ 血液内科  ９ 皮膚科  10 アレルギー科 

11 リウマチ科  12 感染症内科  13 小児科  14 精神科  15 心療内科   

16 外科  17 呼吸器外科  18 心臓血管外科  19 乳腺外科  20 気管食道外科  

21 消化器外科(胃腸外科)  22 泌尿器科  23 肛門外科  24 脳神経外科  25 整形外科  

26 形成外科  27 美容外科  28 眼科  29 耳鼻いんこう科  30 小児外科   

31 産婦人科  32 産科  33 婦人科  34 リハビリテーション科  35 放射線科 

36 麻酔科  37 病理診断科  38 臨床検査科  39 救急科  40 臨床研修医   

41 全科  42 その他（              ） 
 

② 北海道大学医学部医学科の卒業生の採用状況について                            
 

問４ 貴院には現在北海道大学医学部医学科の卒業生は何人程度在職していますか？ 

１．いない   ２．１０人未満   ３．１０～２９人   ４．３０人以上   

    （「１．いない」と回答した方は､「問８」にお進みください。） 

 

問５ 貴院に在職する北海道大学医学部医学科卒業生の所属診療科について該当するものをすべて 

教えてください 

１ 内科  ２ 呼吸器内科  ３ 循環器内科  ４ 消化器内科(胃腸内科)  ５ 腎臓内科 

６ 神経内科  ７ 糖尿病内科(代謝内科)  ８ 血液内科  ９ 皮膚科  10 アレルギー科 

11 リウマチ科  12 感染症内科  13 小児科  14 精神科  15 心療内科   

16 外科  17 呼吸器外科  18 心臓血管外科  19 乳腺外科  20 気管食道外科  

21 消化器外科(胃腸外科)  22 泌尿器科  23 肛門外科  24 脳神経外科  25 整形外科  

26 形成外科  27 美容外科  28 眼科  29 耳鼻いんこう科  30 小児外科   

31 産婦人科  32 産科  33 婦人科  34 リハビリテーション科  35 放射線科 

36 麻酔科  37 病理診断科  38 臨床検査科  39 救急科  40 臨床研修医   

41 全科  42 その他（              ） 

裏面に続く 

jin-99
テキストボックス
資料４



2 
 

③ 北海道大学医学部医学科の卒業生の能力について                              
 

問６ 北海道大学医学部医学科の卒業生の以下の能力は、総じてどのように感じますか？ 

 １．大変優れている ２．やや優れている ３．普通 ４．やや劣っている ５．大変劣っている 

A. 専門分野に関する知識              １  ２  ３  ４  5 

B. 発表・プレゼンテーション能力          １  ２  ３  ４  5 

C. ディスカッション能力              １  ２  ３  ４  5 

D. コミュニケーション能力             １  ２  ３  ４  5 

E. 外国語能力                   １  ２  ３  ４  5 

F. リーダーシップ                 １  ２  ３  ４  5 

G. 集団の中での協調性               １  ２  ３  ４  5 

H. 情報収集・分析能力               １  ２  ３  ４  5 

I. 企画、アイディア等の創造力           １  ２  ３  ４  5 

J. 医師としての倫理観               １  ２  ３  ４  5 

K. 科学的探究心                  １  ２  ３  ４  5 

L. 自律的学習能力                 １  ２  ３  ４  5 
 
 
 

問７ 北海道大学医学部医学科の卒業生に対して、在学中にもっと身につけておいて欲しい知識・能力など 

ありましたら、記入願います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

④ 北海道大学医学部医学科の教育に対する要望について                            

 

問８ 北海道大学医学部医学科の教育に対して、ご意見・要望などがありましたら、記入願います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。この調査票は，お帰りの際本学部職員にお渡しいただくか 

８月１０日頃までに返信用封筒によりご返送いただきますようお願いいたします。 



問１ 貴院の所在地について，市町村名を記入して下さい 問４

12
2 0
1 9
1 9
2 3
1 1
1 22
1
1 （「１．いない」と回答した方は，「問８」にお進みください）

22

問５
問２ 貴院の正規職員数について教えて下さい

0 9
1 6
4 6
5 7

12 3
22 1

4
3

問３ 貴院の診療科について該当するものをすべて教えて下さい 3
0

14 3
12 0
15 9
16 8
5 1
2 15

10 6
6 5

12 7
1 1
5 6
1 8

13 1
12 4
1 9

16 8
10 1
9 2

11 7
2 1

10 6
13 1
3 1
8 3

14 9
10 10
1 7

11 0
12 3
2 10

12 0
2 1
3

12 195
15
15
12
5
4

12
0
4

353

30～99人
30人未満

合計

救急科
臨床研修医

形成外科
美容外科
眼科
耳鼻いんこう科

500人以上

内科
呼吸器内科
循環器内科
消化器内科（胃腸内科）
腎臓内科
神経内科
糖尿病内科（代謝内科）

北海道大学医学部医学科卒業生に関するアンケート（対象：学外病院）　集計結果

札幌市
函館市
小樽市
旭川市
室蘭市
網走市
千歳市
砂川市

いない
10人未満
10～29人
30人以上
無回答
合計

貴院には現在北海道大学医学部医学科の卒業生は何人程度在職してい
ますか？

①　貴院の概要について　　 ②　北海道大学医学部医学科の卒業生の採用状況について　

肛門外科

内科
呼吸器内科
循環器内科

脳神経外科
整形外科

血液内科
皮膚科
アレルギー科
リウマチ科
感染症内科
小児科

呼吸器外科
心臓血管外科
乳腺外科
気管食道外科
消化器外科（胃腸外科）

婦人科

皮膚科
アレルギー科
リウマチ科
感染症内科
小児科
精神科
心療内科
外科
呼吸器外科
心臓血管外科

産婦人科

300～499人
100～299人

精神科
心療内科
外科

恵庭市
合計

産科泌尿器科

消化器内科（胃腸内科）
腎臓内科
神経内科
糖尿病内科（代謝内科）
血液内科

貴院に在職する北海道大学医学部医学科卒業生の所属診療科について
該当するものをすべて教えてください

病理診断科
床検査科
救急科

リハビリテーション科
放射線科
麻酔科

乳腺外科
気管食道外科
消化器外科（胃腸外科）
泌尿器科
肛門外科
脳神経外科
整形外科
形成外科
美容外科
眼科
耳鼻いんこう科
小児外科

臨床研修医
全科
その他
（歯科口腔外科）

合計

産婦人科
産科
婦人科
リハビリテーション科
放射線科
麻酔科
病理診断科
床検査科

全科
その他
（生殖医療）
（肝臓内科，人口透析内科）
（腫瘍内科）
（歯科口腔外科）

合計

小児外科

- 1 -

jin-99
テキストボックス
資料５



問６ 北海道大学医学部医学科の卒業生の以下の能力は，総じてどのように感じますか？

問７ 北海道大学医学部医学科の卒業生に対して，在学中にもっと身につけておいて欲しい知識・能力などありましたら，記入願います

・ リラベル・アーツ（教養）

・ 個人差が大きいところはあります。

・ 製菓会社のMRや患者さん，患者さんの家族などパワー関係が対等ではない方との接し方，基本的な倫理感。

・ 人前で話すテクニック（相手のレベルに合わせた話し方）

・ 地域医療の現状について学部レベルで知る機会があればいいと思います。

問８ 北海道大学医学部医学科の教育に対して，ご意見・要望などがありましたら，記入願います

・

・ 5年目の学生の意欲，能力をみると自分自身が学生の時をより向上していると感じます。
基本的な挨拶，マナーなど，社会人としての訓練はまだ不十分と感じました。

・ 医師としての倫理教育

・ 外から見るとやや閉鎖的，内向的な印象があります。もう少し開放的になっていただきたいです。

・ 今回のコア科実習説明会について，教員の自己満足的なプレゼンであるため，内容に興味を持っていなかった。
昨年1年間の悪かったことをたくさん出して，今年は変えたいと話し合いたかった。
昨年はトライアル感が強かったので，結果をもっと知りたかった。
うつ病，脱落，出席しなかったなどなどあったはずです。

・ 当院では特に外科分野（外科・消化器外科・整形外科）にて特に力を発揮していただいており，感謝しています。

・ 問7，8共通の回答（問6の評価について）
問6の評価は，卒業後初期研修が始まる前の評価です。
卒業生は総じてとても優秀と思いますが，卒業時に評価内容に関しては優秀な方も居られますが，そういった教育が不十分な方もおられます。
おそらく学生時代に評価項目を習得するカリキュラムが全体にいきわたってない印象です。
評価項目は，まさに初期研修の教育項目でございます。初期研修医として指導させていただくと，とても一生懸命勉強されて成長いたします。
昨年より始まった，スチューデントドクターにおきまして4週間の教育目標を初期研修医レベルということですので，現在は，しっかり学生レベルで
指導させていただいております。また，学会等におきましても学生の発表の機会がございます。
是非それなどを積極的に活用する様なご指導されてはいかがでしょうか。
卒業までに評価目標達成のためのカリキュラムの充実を期待します。

昨年度，臨床実習にいらした学生さん達は，予想以上に優秀で頑張っていました。正直感心しました。今後も充実した教育が行われていくことを期待してい
ます。

④　北海道大学医学部医学科の教育に対する要望について

自律的学習能力

大変優れて
いる

10
5
4

③　北海道大学医学部医学科の卒業生の能力について

4

専門分野に関する知識
発表・プレゼンテーション能力
ディスカッション能力
コミュニケーション能力
外国語能力
リーダーシップ
集団の中での協調性
情報収集・分析能力

0
3

3
11
10
6

11
12
7

企画，アイディア等の創造力
医師としての倫理観
科学的探究心

2
5
4
5
3

2
0
2
1

8
8

13
11

普通

3
7
6
8

13
7
5
8
8
7
4
6

やや優れて
いる

8
9

1
1

0
1
1
0

大変劣って
いる

0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0

やや劣って
いる

0
0
0
0

1
1
1
1

合計

22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22
22

無回答

1
1
1
1
1
1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門分野に関する知識

発表・プレゼンテーション能力

ディスカッション能力

コミュニケーション能力

外国語能力

リーダーシップ

集団の中での協調性

情報収集・分析能力

企画，アイディア等の創造力

医師としての倫理観

科学的探究心

自律的学習能力

大変優れている

やや優れている

普通

やや劣っている

大変劣っている

無回答
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